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令和３年10月31日現在の管内県管理漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、98.3％となっています。
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　漁協や各漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。
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共同利用施設等の整備状況
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　※ショッコとは、ブリの小さいサイズの呼び名です。

 出典　岩手県水産情報配信システム
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　令和３年度に陸前高田市で漁船上架施設1件の整備が完成し、管内の共同利用施設の復旧は全
て完了しました。
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９月の大船渡市魚市場の水揚げ状況（水揚げ上位３種比較）
前年比（R3/R2）
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99.8

１ 漁港関係施設の災害復旧工事進捗状況

２ 水産施設等の復旧状況

3 魚市場の水揚げ状況

～10月のおさかな🐟紹介『シイラ』について～
広く世界の温暖な海に生息し、ハワイでは『まひまひ』と呼ばれて

食用とされています。シイラの呼称の語源には、米や麦が結実しない

籾（もみ）のことをいう『しいな（粃）』であるとする説があり、表皮が硬く薄身である特徴に由来す

るとされています。海の表層を群れで泳ぐため、一度にたくさん漁獲されることもあり、『とおひゃく

（十百）』や『まんびき（万匹）』と呼ぶ地域もあります。

主に小魚を捕食し、漂流物の周辺に集まる習性で知られるこの魚は、釣りの対象としても人気です。

近年、岩手県沿岸で漁獲量が増加していますが、あまり本県の食生活に馴染みのない魚のため、その

利用法が課題です。淡いピンク色をした身の食味は淡泊で、火を通すことで柔らかさと噛み応えを併せ

持った身質になるのが特徴です。ハーブソルトや塩コショウをまぶした上に衣をつけてフライにしたり、

一口大に切って、野菜と一緒にバター、醤油、塩コショウでソテーにしたりすると美味しく、油脂との

相性が良い魚です。お店で見つけた方は、ぜひお手に取り、調理法を御検討ください！



｢さけの子さっちゃん｣は、
大船渡水産振興センターの
PRキャラクターです！

『未来板』に関するお問い合わせ先

沿岸広域振興局水産部

大船渡水産振興センター 〔担当 玉山〕

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階
TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229
E-mail:BG0004@pref.iwate.jp

～さけの子さっちゃんの気仙NEWS～

NEWS ① 門の浜漁港海岸で水門・陸閘自動閉鎖システム運用開始！

NEWS ② ウニ畜養の取組が始まりました！

県が東日本大震災津波からの災害復旧事業として

門の浜漁港海岸で事業を進めている水門・陸閘自動

閉鎖システムについて、門の浜漁港陸閘全3基の運

用を開始することから令和3年10月21日に住民説

明会を開催しました（地域住民約25名参加）。

これで大船渡市５漁港30基のうち半分（15基）

の陸閘が運用開始となりました。

説明会では、水門・陸閘自動閉鎖システムの概要

や今回運用開始する箇所について説明し、実際に門

の浜漁港2号陸閘が閉鎖する様子を見学していただ

きました。

また、陸閘に設置されている非常扉を実際に開け

閉めしていただくほか、挟み込み防止装置（人や車

両の挟まれを検知する）を体験していただきました。

水門・陸閘自動閉鎖システムの整備により、津波

時に現地で人が操作することなく、安全かつ迅速・

確実に陸閘を閉鎖することができます。

しかし、陸閘を閉鎖しても、まちを守りきれない

津波がありますので、津波注意報等が発表されたら、

ただちに安全な場所へ避難してください。

挟み込み防止装置が

人や車両の挟まれを検知すると

陸閘は一時停止する

住民説明会の様子

（門の浜漁港２号陸閘）

挟み込み防止装置

約４分以内に閉鎖

令和３年10月６日（水）に綾里地先で採捕したウニ約4,900個体を綾里漁港内の蓄養池へ移

殖しました。これは、『近年増えすぎているウニの生息密度の適正化を図るとともに、採算性

の高い新たな蓄養・出荷モデルを構築すること』を目的とした取組で、県が綾里漁協に委託し

ている事業です。

今後は週に２回程度、エサとなるボイル塩蔵したワカメやコンブを与えながらウニを蓄養し

ます。10月時点では殆ど身が入っていませんでしたが、年末の需要期に身入りの良いウニを出

荷することを目標に取組を進めていきます。


